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この度は『      小型除菌フィルター LRV≧8』をお買い上げいただきまして、ありがとう 

ございます。 

本製品のご使用前に本書を最後までお読みいただき、正しく安全にお使いください。 

お読みになった後は、手近なところに保管し必要に応じてご参照ください。 

なお、品質・性能向上やその他の理由で仕様や外観が変更されることがあります。その際には、 

本書の内容がお使いの製品と異なる場合がありますので、あらかじめご了承ください。 
   

本製品は、末端配管に取り付けて、圧縮空気や窒素ガス中に含まれる細菌の除去を行います。 

 
 

最終面に保証書が添付されています。保証書は大切に保管してください。 

保証期間中に故障が発生した場合は、製品の保証書をお手元にご用意の上、お買い上げい

ただいた販売店もしくは当社までお問い合わせください。 
 

本製品を安全にご使用いただくために 

本製品を安全にお使いいただき、人への危害や財産への損害を未然に防止するために守っていただき

たい事項が記載されています。ご使用前に必ずお読みください。 
 

表示について 

表示の意味は以下のとおりです。 

警告： 誤った取り扱いをしたときに、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容の

ご注意。 

注意： 誤った取り扱いをしたときに、使用者が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損

害のみの発生が想定される内容のご注意。 
 

警告 

本書に記載されている仕様範囲内でお使いください。 

仕様範囲外の圧力や温度で使用すると、製品が破裂して怪我をする恐れがあります。 

本製品の残圧がないことを確認してから、作業やメンテナンス等を行ってください。 

加圧中に作業等を行うと、圧縮エアーが噴出したりホース等が暴れたりして怪我をする恐れ
があります。また、圧縮エアー経路を覗いた場合に失明をしたり、耳を近づけた場合に難聴に
なったりする恐れがあります。 

継手・配管等は、エアー漏れがないように確実に締め付けてください。 

窒素ガスが漏れると、酸欠の恐れがあります。 

出口圧縮空気および窒素ガスを直接人体に吸引しないでください。 

人体に影響を及ぼす恐れがあります。 
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警告 

分解・改造は行わないでください。 

火災・感電・やけど（電源を使用した製品）や破裂などの重大な事故の恐れがあります。 

本製品の入口・出口は、製品重量に耐えるような継手および配管にて確実に接続してください。 

不確実だと製品が落下したり、接続している設備ごと転倒したりして怪我をする恐れがあります。 

 

注意 

直射日光や熱風が当たる場所は避けて設置してください。 

腐食が進み、製品が破裂して怪我をする恐れがあります。 

アンモニア・酸等の腐食性ガスの雰囲気で使用しないでください。 

製品が破裂して怪我をする恐れがあります。 

フィルターは、ドレン排出口が下になるように設置してください。 

圧縮エアーやドレンが噴き出して、衝撃で怪我をする恐れがあります。 

1.仕様                       

（注 1）：評価指標菌は、シュードモナスデミヌータ。 

(注 2）：JIS Z 2801 より､抗菌効果の程度を判定する指標の値であり､ 

抗菌活性値 2.0 以上で抗菌効果があると規定されている。 

【流量補正係数】 

使用圧力が 0.7MPa 以外の場合は、下記定数を乗算してください。 

使用圧力(MPa) 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 

流量補正係数 0.38 0.52 0.65 0.76 0.85 0.93 1.0 1.06 1.13 1.19 

【フィルターの用途】 

● 除菌フィルター 
・ 除菌性能は、LRV≧8（99.999999）以上です。 
・ ボウル内、エレメント外面に抗菌シートを使用しています。 
・ 圧縮空気中に含まれる細菌を除去できます。 
・ 食品工業、精密機械工業等に使用する圧縮空気の清浄化に使用できます。 
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型式 GM350B-M2-2 GM350B-M2-3 GM500B-M2-4 GM850B-M2-6 

使用目的 除菌フィルター 

処理空気量（0.7MPa時） 350L/min 500L/min 850L/min 

除菌性能／抗菌活性値 LRV≧8（注 1）／ 黄色ﾌﾞﾄﾞｳ球菌≧5.2,大腸菌≧3.0 (注 2) 

初期圧力降下 12.0kPa 

使用圧力範囲 0.1～1.0MPa 

流体温度 1.5～80℃ 

使用周囲温度 -20～50℃（ただし、凍結しないこと） 

処理流体 圧縮空気および窒素ガス 

接続口径 Rc1/4  Rc3/8 Rc1/2 Rc3/4 

質量 420g 410g 860g 840g 

ハウジング材質 ボディ・ボウル：アルミ 

排出方式 手動弁 

交換エレメント型式 G350B-M2 G500B-M2 G850B-M2 

エレメント交換時期 6,000 時間または約 1 年のいずれか早い方 
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2.使用上のご注意                  
 

安全に関する注意事項は、「本製品を安全にご使用いただくために」に記載されています。必ずお読みください。 

 
2-1.ご使用全般について 

 
・ 本書に記載されている仕様範囲内でご使用ください｡範囲外でのご使用は本製品の作動不良、 

寿命低下、故障の原因となります。仕様範囲外でのご使用はいかなる場合も保証対象外に 
なりますのでご注意ください。 

 
 

2-2.設置・配管について 
・ 振動のない場所に設置してください。作動不良、寿命低下、故障の原因となります。 
・ 圧縮空気の入気温度が高い場合には、上流側に、エアードライヤー、アフタークーラーを設置してく

ださい。作動不良、寿命低下、故障の原因となります。 
・ 下記のような物質が圧縮空気中や周囲雰囲気中に含まれている場合は、本製品を設置しないでくださ

い。本製品の劣化の原因となります。 

避けるべき物質 例 

有機溶剤（芳香族系、塩素系炭化水素化合

物） 

ベンゼン、トルエン、フェノール、

トリクレン、ガソリン、シンナー等 

亜硫酸ガス、塩素ガス、フロンガス    

酸類 塩酸、硫酸、酢酸、芳香酸等 

合成作動油  

 
2-3.保守・点検・修理について 

・ 本書で指示している使用方法（接続やドレンの排出など）以外のご使用はおやめください。 
 

3.正しい取り付け                            
 

安全に関する注意事項は、「本製品を安全にご使用いただくために」に記載されています。必ずお読みください。 
 
「2.使用上のご注意」もお読みください。 

 

・ 配管接続部を上、ドレン弁が下になるように垂直に取り付けてください。 

・ エレメントの交換が容易にできるように床面とのスペースをとってください。 

・ 製品質量に耐えるように固定してください。 

・ エアーの流れは、入口［IN］から出口［OUT］側に流れるように配管してください。 

・ メイン配管に本製品を設置する場合は、メンテナンス、エレメントの交換等を考慮して、バイパス回路を設けてくだ

さい。また、端末配管に本製品を設置する場合は、本製品の上流側にバルブを設けてください。 

・ 配管工事終了後のフラッシングは、フィルターエレメントを取り外してから実施してください。 

・ 本製品の出口側配管にエアー抜きバルブを設けるとメンテナンス時に内部圧力を抜くのに便利です。 

・ 除菌フィルターは塵埃、油分が付着しますと目詰まりを起こしやすく、著しく寿命が短くなります。 

 必ず除菌フィルターの上流側に、プレフィルター、スーパープレフィルター、ミクロミストフィルター、

活性炭フィルターを設置した後に除菌フィルターを設置してください。 

 

【フィルター固定方法】 

取付ブラケットをご用意しております。下記型式をご指定ください。 
 

・ 350 シリーズ  型式：B3 
・ 500/850 シリーズ 型式：B4 
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4.形状寸法図                            
GM350B-M2-2／GM350B-M2-3 
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GM500B-M2-4／GM850B-M2-6 

 

 

 

 

 

5.保守・点検                      
 

5-1. フィルターの保守点検 
・ 差圧が 70kPa 以上（差圧計付の場合）になった、または使用期間が 6,000

時間または約 1 年のいずれか早い方になったら、エレメントを交換して
ください。 

 フィルターエレメント交換方法は「5-3.フィルターエレメントの交換手
順」を参照してください。 

・ フィルターエレメントは指定の型式をご使用ください。 
・ フィルターエレメント交換記録シールが同梱されています。裏面接着に

なっておりますので、フィルター側面等に貼って交換記録の管理にご使
用ください。 
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＜フィルターエレメント交換記録シール＞ 
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5-2. フィルターエレメントの交換 

1. フィルターへのエアー供給を切ります。 

・ バイパス回路が設置されている場合は、バイパスコッ

クを操作してください。 
・ バイパスがない場合は、エアーコンプレッサを停止し

てください。 
・ フィルターの入口（吸い込み口）に供給するガスを止

めてください。 

2. フィルター内のエアー抜いて、内部の圧力を“ゼロ”にし

てください。 

・ 窒素ガスをご使用の場合は、酸欠防止のため充分に換

気をしてください。 

3. ボウルを反時計回りに回し、取り外します。 

4. エレメントを反時計回りに回し、取り外します。 

5. 新しいエレメントを上記工程の逆順序で組み立てます。 

・ エレメントの型式名は「1.仕様」で確認してくださ

い。 

・ エレメントおよびハウジング内の“O リング”が装着

されているか確認してください。 

6. 圧縮空気（ガス）をエアーフィルターに加え、ボウル周辺とドレン排出弁からエアーが漏れていないか

確認してください。 

 

5-3.フィルター内部の清掃 

1. フィルターへのエアー供給を切ります。 

2. フィルター内のエアー抜いて、内部の圧力を“ゼロ”にしてください。 

3. ボウルを反時計回りに回し、取り外します。 

4. ボウル内に中性洗剤の溶液をトラップの上部まで注入し、ボウルを振って洗浄してください。 

 20～30 分程放置した後、再度洗浄してください。 

・ 有機溶剤は絶対に使用しないでください。 

5. 洗浄後十分乾燥させた後、上記工程の逆順序でフィルターを組立てます。 

・ ボディ用“O リング”が装着されているか確認してください。 

6. 圧縮空気（ガス）をエアーフィルターに加え、ボウル周辺、排出口、および手動弁等から 

エアーが漏れていないか確認してください。 
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